




















貴弘
ノート注釈
糖鎖修飾

貴弘
ノート注釈
N末端：小胞体輸送シグナル
N末端を小胞体の膜に突っ込んでそのまま輸送されるので細胞外にタンパクが出てる

貴弘
ノート注釈
C末に膜貫通領域があり、そこがGFPでつぶれるから。
C末は輸送体受容体とアレするのに
N末端の輸送シグナルと本体の間にGFPをぶちこむ






貴弘
ノート注釈

貴弘
ノート注釈
α位：ATPに一番近いリン酸
γ位：遠い



貴弘
ノート注釈
分子内緩和：分子内での回転、結合の伸び縮み
無放射遷移：周りの溶媒に熱として

貴弘
ノート注釈
エチブロ


貴弘
ノート注釈

貴弘
ノート注釈
安定、生体酵素の基質にならない、体外に排出されない

貴弘
ノート注釈
エステラーゼ

貴弘
ノート注釈
遊離エチブロでは回転可能なベンゼン環があり、分子内緩和により蛍光強度が低下する。しかしDNAにインターカレートしてしまえばそのベンゼン環は回転できなくなり、放射遷移によって蛍光放出に寄与するようになるので強度が上がる。



貴弘
ノート注釈
古典的定義：二倍体生物におけるゲノムは生殖細胞に含まれる染色体もしくは遺伝子全体を指し
現在の定義：ゲノムはある生物のもつ全ての核酸上の遺伝情報


貴弘
ノート注釈
ORF：開始コドンと終始コドンを捜し、両者の間に十分距離があればそれを遺伝子と考える方法

貴弘
ノート注釈
オルソログ：同祖遺伝子
パラログ：遺伝子重複による相同遺伝子
BLAST

貴弘
ノート注釈
OTU:operational taxonomic unit, 系統樹における操作単位
・形質状態法：最尤法、最節約法
最節約法：最小進化の考えに基づく。考えられる仮説（系統樹）のうち進化による変化が最小となるようなものを最適な系統樹とする。
・距離行列法：何らかの方法でOTU間の距離を推定し、それらをできるだけ満たすような系統樹を作成する方法。近隣結合法（NJ法、平均距離法）
ＮＪ：配列の全ペアから距離行列の計算。樹形を星状樹に設定。 星の中心にある近隣ペアを選び、結合（星から分離）した樹形を作成し、各枝の長さ（距離行列の要素から算出）の総和Sijを計算（全ペアについて実行）。Sijが最小の樹形を選択。OTUが３つになるまで繰り返す。（適当に二つ結合したとき枝の長さの和が最小になる組み合わせをひたすら探していくと系統樹が出来上がる）
平均距離法：配列全ペアから、距離を計算しその距離行列の要素のうち最小のものをとり（A,Bペアとする）、それに対応するペアをOTU(A,B)とする。OTU(A,B)の系統樹を作成し（枝の長さはA,Bの距離の半分）。OTU(A,B)と他の成分との距離を再計算し、同じことを繰り返す。

貴弘
ノート注釈
ヒト：治験（ほかの生物で機能のわかってるアレをアレ）

貴弘
ノート注釈
コドン表、rRNA等の相動性、DNA、

貴弘
ノート注釈
ヒトゲノム中のウィルスゲノム
virusからウィルス



貴弘
ノート注釈
DNA複製を終えてDNA含量が2Cとなり、紡錘体が形成された状態で細胞周期が停止していることから、遺伝子Aは赤道面に並んだ染色体を二つに分けるモータータンパクかあるいはその活性を制御する因子であると推測される。

貴弘
ノート注釈
一倍体株でDNA含量が1Cの状態で停止しているのは、S期への移行に問題があるからと考えられる。したがって遺伝子BはS期への移行を促す細胞周期制御因子であると推測できる。あるいはS期に移行したもののDNA複製が進まないためにG2期に進めないとも考えられるので、DNA複製を制御するものとも考えられる。

貴弘
ノート注釈



貴弘
ノート注釈
多様な表現型を示したのはx変異株であろう。なぜならXはY以外のタンパク質をリン酸化し、その機能を制御する可能性があるからである。
二重変異株では、変異がともに間違いなく入っているならば、ｙ変異株の表現型は必ず見られるであろう。また変異xは非許容温度化であっても活性が厳密に0になるとは限らないためその表現型が見られないこともあろう。よってｙ変異株の表現型が優先的に見られると思われる。

貴弘
ノート注釈
リン酸化セリンとアスパラギン酸はともに負電荷を帯びているためにアスパラギン酸でリン酸化セリンの代用とすることが可能であると考えられている。つまりy-S100Dは恒常的にリン酸化されたセリンであるとみなせる。これとxとの二重変異株が文中のような表現型を示したということは、XはYをリン酸化することでその機能が発揮できるようにしている。Yの活性化により日許容温度下で生育を可能にする。

貴弘
ノート注釈
dとeはほとんど同じ機能を持つハウスキーピング遺伝子であると推測できる。片方が欠損しても他方が無事であれば生存可能だが、共に欠損すると生存に必須な機能を欠くことになり致死となる。

貴弘
ノート注釈
特定の物質が存在するときにのみ機能するようなプロモ下流に目的遺伝子をぶちこむ。そのプロモに特異的な転写因子をコードする遺伝子も同時に組み込む必要がある。



貴弘
ノート注釈
三次構造、右、サブユニット

貴弘
ノート注釈
SやGはαへリックスを作りがたくリンカーは直線状となるから。


貴弘
ノート注釈
ヒスチジンは金属イオンとキレートする性質が特に強い。このため目的タンパク質にのみHisタグをつけ、金属イオンが固定された担体に結合させるとHisタグのないタンパク質は弱くしかイオンに結合せず洗浄によって除去でき、Hisタグのついた目的タンパクのみが精製される。

貴弘
ノート注釈
タンパク質の水素結合を断ち切り、凝集を妨げるから。

貴弘
ノート注釈
RasはGEFによりGDPがGTPになると活性となる。MAPキナーゼ経路、Rho-GEFに働きかけGTPにし、Rhoは細胞骨格の再編成、細胞周囲との物理的接触をあれ






貴弘
ノート注釈
Ⅰ：重合核形成
Ⅱ：微小管が形成され、伸びている
Ⅲ：チューブリンの重合と脱重合の速度がつり合っている

貴弘
ノート注釈
粘度測定法、濁度測定法

貴弘
ノート注釈
トレッドミル：+での重合、-での脱重合

貴弘
ノート注釈
中心体側ｰ、
輸送に

貴弘
ノート注釈
微小管結合タンパクをGFPのような蛍光分子で標識する。
免疫染色は細胞固定が必要なので不可？
RI標識

貴弘
ノート注釈
気管を裏打ちする上皮細胞、精子、腸の上皮細胞、神経細胞（
繊毛、鞭毛を多量に持つような組織

貴弘
ノート注釈
ファロイジン：Fアクチンを安定化させる重合促進剤。　ラトルンキュリン：アクチン重合阻害。
コルヒチン：微小管重合阻害剤。　タキソール：微小管脱重合阻害。
1.細胞の分裂には微小管による紡錘体が形成され、その後染色体に結合した微小管の脱重合により染色体が二分される。タキソールにより微小管脱重合が阻害されることで染色体を二分することができなくなり結果細胞は分裂できなくなるため、抗がん剤として機能する。
2.イチイの細胞内にタキソールの働きを抑制する物質が含まれている。細胞内のある部分にタキソールが隔離されている。など膜輸送による隔離・排出が本命か。
3.被食から身を守る








































